
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 25 年 6 月 7 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究はこれまでシカの分布・生息密度が制限されてきた山岳・森林

地帯を主要な生息地とするツキノワグマの生態、特に食性と行動にニホンジカの増加が与える影

響の調査・解析を行った。ニホンジカの増加前後の時期のツキノワグマの食性を糞分析および体

毛の安定同位体比分析により比較した。その結果、ツキノワグマはニホンジカの増加の直接的・

間接的影響を受け、利用する食物を変化させきている可能性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：  I compared the food habits of Asiatic black bears (Ursus 
thibetanus) from before (–1990) and after (2001–) 2000 using both fecal contents and 
carbon and nitrogen stable isotope ratios in bear hairs. The bear population’s diet changed 
over 2 decades. Habitat conditions may have changed, causing bears to adjust their food 
habits. We discuss some factors, such as vegetation changes caused by overabundant deer 
or bears eating deer carcasses, that may be partly responsible.  
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１．研究開始当初の背景 

国内の多くの森林生態系では、近年ニホン

ジカ(以下、シカ)の個体数増加や生息分布の

拡大とともに、その健全性や生物多様性が失

われつつある。その中でも、植生への影響は

深刻である。植生以外にも、土壌の物質循環、

他の動物相(鳥類、小型哺乳類、土壌動物)へ
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の影響が海外では知られる。国内では近年に

なりこれらへの影響や、種間相互作用に関す

る研究が徐々に行われ始めたが、クマに与え

る影響は知られていない。北海道では肉食性

の強いヒグマの食性にシカ(駆除残滓)増加

が影響する報告が 1例のみ知られるが、行動

に影響する事例は国内外ともない。ただ、海

外では従来からシカ類がクマ類の食物資源

のため、シカ類の行動がクマ類の行動に影響

する事例が知られる。 

研究代表者のこれまでのツキノワグマ(以

下、クマ)の長期的生態研究を通じ、クマは

栄養的に効率の高い食物（基本的には植物食

で、春から夏は草本やササ、夏から秋は果実

類）を利用し、経年的な食物資源変動（結実

変動など）に対し柔軟に食性、行動を変化さ

せることを観察してきた。そこで、 

(1) シカによる植生改変（草本やササの消失） 

→クマの食物資源量を減少？ 

(2) しかし、過去 30 年間でシカ増加地域での

クマの生息状況に衰退はほとんどない。 

→何らかの代替食物の存在？  

(3) シカの増加は自然死亡個体の増加や未利

用の駆除個体残滓の林内放置の増加につ

ながる。 

(4) クマは高栄養な動物の死体などのまとま

った食物資源を発見すれば積極的に利用

する。 

→クマの食性が季節的に従来の植物

質から、シカ(死体)に変化している

のでは？  

(5) さらに，クマは効率性の高い食物資源（例

えば生ごみなど）に対して執着性のある

行動をとる  。    

→クマの行動にシカの存在が影   

響しているのでは？  

と考え、本課題の着想に至った（図 1）。 

 

２．研究の目的 

 近年のシカの爆発的増加が生息地の改変

による食物の増加と暖冬によってもたらさ

れたと仮定すると、シカが生態系に及ぼす影

響は不可逆的である。本課題は、この生態系

の一部が急速に変化する現象「生態系レジー

ムシフト（構造変化）」の実体に迫ることを

目的として、シカの高密度化が森林生態系を

構成する生物間の相互作用ネットワークに

どのような影響を及ぼしているのかを、森林

生態系のアンブレラ種であり、環境の変化に

合わせて柔軟に生態を変化･対応できるクマ

に焦点を当て、その直接的・間接的影響を明

らかにすることである。 

 

 

 
３．研究の方法 

本研究はこれまでシカの分布・生息密度が

制限されてきた山岳・森林地帯を主要な生息

地とするクマの生態、特に食性と行動にシカ

の増加が与える影響の調査・解析を行う。具

体的な実施内容は、 

(1) 神奈川県丹沢山地のクマを対象に、シカ

が増加する前後の時期のクマの食性を比

較し、食性の変化を解明する。具体的には、

糞分析法では既存の食性報告（調査期間

1989 年－1993 年）と比較するために、調

査地内で 2000 年以降に採取した糞を、既

存の報告と同様の方法で分析し、内容物お



 

 

よびそれらの出現頻度等を比較した。 

(2)丹沢山地でこれまで狩猟や駆除によって

捕獲されたツキノワグマの標本等から、背

中の体毛を採取し、炭素および窒素の安定

同位体比を測定し、過去から現在までのク

マの食性の変化を時系列的に復元する。ク

マの食性の長期的な変化の有無、傾向を明

らかにし、もし変化が認められる場合には、

要因としてニホンジカの増加が影響して

いるかについて検討する。 

 

さらに、(1)～(2)の結果と経年的なシカ生

息数・駆除数の変化等とを比較し、シカの増

加がクマの食性・形態に与える間接的な影響

を評価する。また、 

(3)現在のクマの利用環境・生活痕跡調査を

行うことで、シカの増加がクマの行動に与

える直接的な影響を評価する。 

 以上の 3つの調査をおこなった。 

 

４．研究成果 

(1)シカの増加前後の期間でのクマの食性比

較：糞分析では採集数の少なかった春、夏

を除き、秋の食性を既存の報告と比較した

ところ、主要な利用食物品目の種類には変

化は認められなかったが、いくつかの品目

（つる木本植物の果実、シカ等）では変化

が認められた。具体的には、夏から秋にか

けて糞から出現するシカの割合が増加し

た。また、秋は利用する果実類の種類が増

えたものの、つる性の果実の利用は減った。

これは、シカの増加によりツル性植物や低

木性の液果類を結実させる木本の減少の

可能性が示唆された。また、過去 40 年間

のクマ食性履歴を体毛の炭素および窒素

安定同位体比分析を行って比較した。計

19 個体（1973年－2009年）から試料を得

て、測定結果を比較したところ、夏では窒

素安定同位体比の上昇が認められた。これ

らの結果より、丹沢山地のクマは、シカの

増加の直接的・間接的影響を受け、利用す

る食物を変化させきている可能性が示唆

された。 

(2)クマの行動に与えるシカの影響・誘因性

調査：東京都奥多摩で GPSによるクマの追

跡調査から、クマの集中利用域を解明した。

計 6頭を追跡し、集中利用域を踏査したと

ころ、2頭の集中利用域ではシカの残滓が

発見された。しかしながら、ほかの個体の

集中利用域ではシカを利用した痕跡は発

見できなかった。 
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